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暖冬により、校庭の桜の蕾が開花し始めました。 

今日で令和４年度が修了します。 

令和４年４月８日、三方小と明倫小が統合して新

しい三方小がスタートしました。新型コロナの感染

が続く中に統合を迎えたので、期待と不安が入り交

じる中、新学期を迎えた子も多くいたと思います。 

昨年度に明倫小の校長をしていた時、新型コロナ

感染により統合に向けた交流学習が計画的に進ま

ず、私自身が焦りと不安を感じたまま校長として赴

任しました。４月８日の新任式・入学式において、壇上から見下ろした時の子どもたちのこわばった表

情は今でも鮮明に覚えています。 

学校生活がスタートしても新型コロナの感染は拡大し、二学期は多くの児童が新型コロナに感染しま

した。また濃厚接触者、接触者、風邪症状など、多くの児童が登校できない日が続きました。授業中は

もちろん休み時間まで三密を避けるために多くのことが制限され、子どもたちの一番の語らいの場であ

る給食の時間は、黒板を向いたままの黙食が続いた一年でした。 

四月の学校だよりで、『三方小１４３人。みんなが笑顔』であることが私の願いであることをお伝え

しました。三方小と明倫小の子どもたちが一日でも早く打ち解け合えるように、入学した中央保育所と

明倫保育園の子たちが、一日でも早く小学校生活に順応できるように職員で力を合わせて頑張っていく

ことをお約束しました。この一年間を振り返ると、ほぼ私の願いは達成できたと思っています。心配し

ていた友達関係も、４月中旬には互いに打ち解けあい、子どもたちの笑顔が絶えない学校生活が続いて

います。新型コロナによる多くの制限がある中においても、子どもたち自身で楽しみを見つけて互いに

触れ合っていました。校長室から校庭を楽しそうに駆け回る子どもたちの姿を見ながら、大人が思って

いる以上に子どもたちは適応力を持っているのだと感心していました。毎月実施している学校生活アン

ケートにおいて、『学校が楽しい』『友達と触れあうのが楽しい』の２項目とも、５月以降は肯定的回

答の割合が非常に高い月が続いています。１２月に教育講演会の講師として招いた佛教大学の原 清治

教授もアンケートの結果を見て驚かれていました。本年度、福井県内の小学校で統合したのは、三方小

だけです。「コロナだから・・・」と消極的で不安を感じることも多くありましたが、 

「コロナだけど・・・できる。」と前向きな気持ちにさせてくれたのは子どもたちで 

した。三方小全校児童に、拍手を送りたいと思います。 

保護者の皆様方も、統合に対する不安や戸惑いも数多くあったことと思います。ただ三方小のこの一

年を振り返ると、地域や保護者の皆様に支えられた一年でした。学校、校外学習、ＰＴＡ活動など様々

な面でご協力とご支援をいただいたことに感謝申し上げます。統合し校区も広がり、児童数もＰＴＡ会

員数も増えました。今後は地域の「人」「もの」といった教育資源をさらに活用し、『 １+１＝２ 』

以上の学校になるように、さらに上を目指して頑張っていきたいと思います。この一年お世話になり、

本当にありがとうございました。 

 

 



 

 

 

  

３月１５日（水）、統合して最初の卒業証書授与式が行われ

ました。卒業生は、これまで学校行事を先頭に立ってリードし、

下級生を掃除や委員会活動などで後ろから支えてきましたが、

最後もピンと伸びた背筋、歯切れ良く大きな返事など、三方小

学校最上級生としての姿を立派に見せてくれました。 

また本日、令和４年度の修了式を行いました。在校生は一つ上の学年へ、それぞれ新たなステージへ

歩み出す春です。在校生には、本日通知表を配布しました。『 終わり、それは始まりです。』お子様

の１年間の成長と頑張りを認め、励ましていただき、進級への希望と目標をもたせていただければと思

います。 

 

 

３月末の定期異動により、４名の先生方が三方小学校を

去られることになりました。離任される先生方のメッセージ

を以下に紹介します。 

須磨 俊一教諭（定年退職） 

髙橋 彰男教頭（鳥羽小へ校長として転任） 

出口 美樹教諭（梅の里小へ転任） 

上野由美子事務職（再任用退職）      

 

８日（土）新任式、入学式 

１０日（月）振替 

１１日（火）始業式、登下校指導 

１２日（水）給食開始 

１３日（木）一年生給食開始 

１４日（金）PTA委員会 

1８日（火）全国学力調査［６年］ 

１９日（水）身体計測 

２８日（金）PTA総会、学校公開日 

再任用期間と合わせて8年間もの長い間大変お世話になりました。 

三方小学校は私以外の家族全員の母校です。そんな三方小学校は

私にとっても母校同然です。明るく元気な子どもたちの笑顔に癒さ

れ、地域の方々、保護者の皆様に支えられながら、この度、退職を迎

えることができました。これからは地域住民のひとりとして、学校に

少しでもお役に立てるよう頑張っていきたいと思います。本当にあり

がとうございました。 

 

上野 由美子 

この４年、前回７年合わせて１１年間も、ご縁あって三方小学校で過

ごすことができました。子供達が明るい笑顔で元気よく過ごしている

日々に共に関わることができたのが何よりありがたいことでした。子

供達と共に笑い、喜び、はしゃぎ、また共にガックリし、共に悩んだこ

と、すべての営みが、思い出が、振り返ってみれば大変貴重な足跡

だと感じます。教えるという営みの中で子供達から学ばされたことの

実に多いこと、これが教師としての喜びでもありました。長い間本当

にお世話になり、ありがとうございました。 

須磨 俊一 

この度の教職員定期異動で鳥羽小学校へ転任することになりまし

た。三方小学校での勤務は 2年間という大変短い期間でしたが、こ

の間に明倫小学校との統合があり、三方小学校の歴史の大きな節

目となる年に在籍することができたことを光栄に感じています。 

統合１年目の今年は、ふるさと学習にみんなが協力して活動し、

ふるさとをＰＲするＣＭづくりでも見事、県の最優秀賞をとることがで

きました。新たな三方小学校が今後、大きく、飛躍されることを願っ

ています。２年間お世話になり、ありがとうございました。 

髙橋 彰男 

５年前の春、今の５年生と一緒に「どんな学校だろう」とドキドキして

入学式に参加したのがついこの間のように感じます。子どもたちと

一緒に学習したり、遊んだり、喜び悩んだりしたこと、全てが私の思

い出です。明るく素直な子どもたちのがんばりに元気づけられ、あた

たかい保護者の皆様に支えられ、とても幸せな時間を過ごすことが

できました。これからも三方小学校の子どもたちのことをずっとずっ

と応援しています。５年間、本当にありがとうございました。 

 

出口 美樹 

 

新年度から国の方針に従い、以下のように変更します。

ただし新たに県の方針が出た場合は変更します。 

・4 月１日から学校教育活動ではマスクの着用を求めないことを

基本とします。また、本人の意思に反してマスクの着脱を強いること

がないよう配慮します。 

・毎朝の健康観察カードへの記入の必要はありません。 

※感染状況によりマスクの着用を求めますので、予備のマスクを

持たせて下さい。 

谷保 裕子教諭は、慶應義塾大学大学院に入学して勉強されることになりました。 


